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第２章 高齢者を取り巻く現況と課題   
高齢者を取り巻く現況と課題   
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１ 高齢者人口等の推移 
 

（１）年齢３区分別人口及び高齢化率の推移 

 

 本市の総人口は，住民基本台帳によると，平成 26年以降，ほぼ横ばいの状態にあり，

平成 29年 10月 1日現在で 96,196 人です。 

年齢３区分別にみると，0～14 歳，15～64 歳人口は，減少傾向で推移している一

方，65歳以上の高齢者人口は年々増加している状況です。 

年齢３区分別人口の推移 

 

資料：住民基本台帳（各年 10月 1日現在） 

 日常生活圏域別の高齢者人口は，山手圏域が最も多く，潮見圏域が最も少ない状況で

す。高齢化率は，潮見（33.4%）が最も高く，精道（25.7%）が最も低い状況です。 

年齢３区分別人口（日常生活圏域別，平成 29年） 

 
注：( )内は高齢化率 

資料：住民基本台帳（平成 29年 10月 1日現在） 

12,981 12,916 12,794 12,562 12,397 
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 本市の高齢化率は全国・兵庫県と比べ，高い状況にあります。  また，後期高齢化率も全国・兵庫県よりも高い状況です。  
高齢化率（高齢者割合）の比較【全国・兵庫県】   

後期高齢化率（後期高齢者割合）の全国・兵庫県との比較  
注：平成 25年のみ 3月 31日現在。※平成 26年調査から調査期日が変更 

資料：総務省「住民基本台帳に基づく人口，人口動態及び世帯数」（各年 1月 1日現在） 
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（２）要支援・要介護認定者の状況 

①要支援・要介護認定者数の推移 

 要支援・要介護認定者数は年々増加傾向にあり，平成 29 年で 5,018 人となってい

ます。平成 25年から要支援・要介護認定者数の増加率（前年比）は，年々低下してお

り，平成 26 年 4.3％，平成 27 年 3.0％，平成 28 年 2.1%，平成 29 年では 0.4%

となっています。 

 要支援・要介護度別にみると，各年ともに要支援 1 が多く，平成 29 年では 1,274

人，要支援・要介護認定者の 25.4％を占めています。 

 

要支援・要介護認定者数の推移 

 

注：平成 29年のみ 7月月報 

資料：介護保険状況報告（各年 9月月報） 
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 要支援・要介護認定者数は年々増加傾向にありますが，要支援・要介護認定率はほぼ

横ばいで，平成 29年では 18.5％です。 

 また，後期高齢者の認定率は平成 27 年以降，微減傾向で推移し，平成 29 年では

32.3％となっています。 

 

要支援・要介護認定率の推移 

 

 

 要支援・要介護認定率を全国・兵庫県と比較すると，本市は全国とほぼ同水準，兵庫

県より認定率が低くなっています。 

要支援・要介護認定率の比較【全国・兵庫県】 

 

注：平成 29年のみ 7月末現在 

資料：介護保険状況報告（各年 9月月報） 
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②居宅サービス受給者数の推移 

居宅サービス受給者数は平成 28年まで増加傾向で推移し，その後，サービス受給者

が介護予防・日常生活支援総合事業（以下「総合事業」という。）に移行したため，平成

29 年は減少して 2,927 人となっています。平成 25 年から居宅サービス受給者数の

増加率（前年比）は，年々低下しており，平成 26年・5.4％，平成 27年・3.6％，平

成 28年・2.5%，平成 29年では反転し－16.3%となっています。 

 要支援・要介護度別にみると，各年ともに要支援 1が多く，平成 29年では 467人です。 

居宅サービス受給者数の推移 

 

注：平成 29年の要支援 1・2の受給者数が大きく減少しているのは，平成 29年 4月 

    から総合事業が開始されたことにより，予防訪問介護と予防通所介護のサービ

ス受給者が総合事業に移行したため。 

注：平成 29年のみ 7月月報【5月利用分】 

資料：介護保険状況報告（各年 11月月報【9月利用分】） 

 

居宅サービス受給者割合を全国・兵庫県と比較すると，各年ともに全国・兵庫県よ

りも高い状況でしたが，平成 29年度では，全国・兵庫県より低下しています。 

要支援・要介護認定者数に対する居宅サービス受給者割合の比較【全国・兵庫県】 
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注：平成 29年のみ 7月月報【5月利用分】，認定者数は 5月月報 

資料：介護保険状況報告（受給者数は各年 11月月報【9月利用分】，認定者数は各年 9月月報） 
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③地域密着型サービス受給者数の推移 

 地域密着型サービス受給者数は年々増加しており，平成 29年で 662人で，平成 25

年に比べて 88.6％増加しています。 

 

地域密着型サービス受給者数の推移 

 
注：平成 27 年から平成 28年にかけての増加の主な理由は，定員 18名以下の通所介護が地域密着型サービス

に移行したため。 

注：平成 29 年のみ 7月月報【5月利用分】 

資料：介護保険状況報告（各年 11月月報【9月利用分】） 

 

 地域密着型サービス受給者割合を全国・兵庫県と比較すると，各年ともに受給率が高

い状況です。 

 

要支援・要介護認定者数に対する地域密着型サービス受給割合の比較【全国・兵庫県】 
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注：平成 27年から平成 28年にかけての増加の主な理由は，定員 18名以下の通所介護が地域密着型サー  

    ビスに移行したため。 

注：平成 29年のみ 7月月報【5月利用分】，認定者数は 5月月報 

資料：介護保険状況報告（受給者数は各年 11月月報【9月利用分】，認定者数は各年 9月月報） 
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④施設サービス受給者数の推移 

  施設サービス受給者は横ばい傾向にあり，平成 28 年から平成 29 年にかけて減少

し，554人となっています。 

 施設利用者のうち要介護 4・5 の重度利用者は平成 29 年で 305 人，施設利用者全

体の 55.1％であり，平成 25 年の 51.9％（582 人中 302 人）に比べて，重度の利

用者が増えている状況です。 

 

施設サービス受給者数の推移 

 

注：平成 29年のみ 7月月報【5月利用分】 

資料：介護保険状況報告（各年 11月月報【9月利用分】） 
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 施設サービス受給者割合を全国・兵庫県と比較すると，各年ともに全国・兵庫県より

も低い状況です。 

 

要支援・要介護認定者数に対する施設サービス受給割合の比較【全国・兵庫県】 

 

注：平成 29年のみ 7月月報【5月利用分】，認定者数は 5月月報 

資料：介護保険状況報告（受給者数は各年 11月月報【9月利用分】，認定者数は各年 9月月報） 

 

 介護保険 3 施設別に利用状況をみると，平成 29 年では，介護老人福祉施設が 288

人，介護老人保健施設が 263人，介護療養型医療施設が 6人となっています。 

 

介護保険３施設別の受給者数の推移 

 

注：平成 29年のみ 7月月報【5月利用分】 

資料：介護保険状況報告（各年 11月月報【9月利用分】） 
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２ アンケート調査結果にみる高齢者等のニーズ 
 

（１）介護予防・日常生活圏域ニーズ調査 
①外出の頻度 

 一般高齢者は，「週 5回以上」が 46.0%で最も多くなっています。要支援認定者は，

「週 2～4回」が最も多くなっています。 

 

一般高齢者について，年齢別にみると，年齢が高くなるほど「週５回以上」と回答し

た人が減少しています。ほぼ毎日（「週５回以上」），外出する人は，75歳以上で 50％

未満となっています。 

■年齢別（一般高齢者） 
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介護予防・日常生活圏域ニーズ調査「要支援認定者」（n＝609）
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②日常生活の中での楽しみ 

一般高齢者は，「買い物」が 47.3%

で最も多く，次いで「趣味の活動」が

46.0%，「旅行」が 43.2%となってい

ます。 

要支援認定者は，「孫など家族と会っ

たりすること」が 36.9%で最も多く，

次いで「買い物」が 31.9%，「趣味の

活動」が 27.6%となっています。 

 

 

 

一般高齢者について，年齢別にみる

と，どの年齢区分も「趣味の活動」「旅

行」「買い物」「孫などと会ったりするこ

と」が上位を占めています。 

また，年齢が上がるほど，「働くこと」と回答した人が少なくなっています。 

 

■年齢別（一般高齢者） 

単位：%  
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介護予防・日常生活圏域ニーズ調査「一般高齢者」（n＝1,760）

介護予防・日常生活圏域ニーズ調査「要支援認定者」（n＝609）
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全体 1,760 23.0 24.0 28.0 46.0 7.3 4.4 5.1 43.2 47.3 39.6 10.4 3.8 3.2

65～69歳 556 28.1 21.8 28.1 47.1 6.8 1.6 3.6 47.7 48.0 40.3 9.5 3.8 2.7

70～74歳 422 24.2 28.2 31.3 48.1 7.1 4.3 5.5 47.4 45.5 41.9 8.5 3.3 2.8

75～79歳 369 22.5 26.8 31.2 49.9 10.8 4.3 6.5 44.4 46.1 37.9 11.4 2.4 1.1

80～84歳 242 12.8 21.9 23.1 43.8 5.8 8.7 3.7 37.2 55.4 38.4 11.6 3.3 5.8

85歳以上 129 15.5 18.6 17.8 32.6 4.7 10.9 10.1 22.5 40.3 39.5 13.2 9.3 7.8
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全体 1,760 23.0 24.0 28.0 46.0 7.3 4.4 5.1 43.2 47.3 39.6 10.4 3.8 3.2

65～69歳 556 28.1 21.8 28.1 47.1 6.8 1.6 3.6 47.7 48.0 40.3 9.5 3.8 2.7

70～74歳 422 24.2 28.2 31.3 48.1 7.1 4.3 5.5 47.4 45.5 41.9 8.5 3.3 2.8

75～79歳 369 22.5 26.8 31.2 49.9 10.8 4.3 6.5 44.4 46.1 37.9 11.4 2.4 1.1

80～84歳 242 12.8 21.9 23.1 43.8 5.8 8.7 3.7 37.2 55.4 38.4 11.6 3.3 5.8

85歳以上 129 15.5 18.6 17.8 32.6 4.7 10.9 10.1 22.5 40.3 39.5 13.2 9.3 7.8
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③就労について 

(1)就労状況 

一般高齢者は，「は

い」（「就労している」）

が 29.0%となっていま

す。 

前回調査では，調査

対象年齢が 60歳以上と

異なるため単純比較できませんが，就労状況は大きくは変わっていません（前回調

査，一般高齢者 29.8%）。  
(2)今後の就労意向 

（仕事をしていない方） 

一般高齢者，要支援認定

者ともに，「いいえ」（就労

したくない）が約 75%～

80%となっています。 

 

(3)働き方で重視する条件 

 （「現在，収入のある仕事をしている方」，「今後，収入のある仕事をしたい方」）  

一般高齢者，要支援認定者ともに，「自分の体力に合った仕事」，「経験，知識を生

かせる仕事」が約 40%～50%いて，多くなっています。 

 

 

   

50.8

33.8

51.5

19.3

2.8

42.9

9.1

48.1

22.1

3.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

経験，知識を生かせる仕事

労働時間を選べる仕事

自分の体力に合った仕事

収入

その他

介護予防・日常生活圏域ニーズ調査「一般高齢者」（n＝715）

介護予防・日常生活圏域ニーズ調査「要支援認定者」（n＝77）

29.0

67.7

3.4

4.1

87.7

8.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

はい

いいえ

不明・無回答

介護予防・日常生活圏域ニーズ調査「一般高齢者」（n＝1,760）

介護予防・日常生活圏域ニーズ調査「要支援認定者」（n＝609）

17.2

75.9

6.9

9.7

77.9

12.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

はい

いいえ

不明・無回答

介護予防・日常生活圏域ニーズ調査「一般高齢者」（ｎ＝1,191）

介護予防・日常生活圏域ニーズ調査「要支援認定者」（ｎ＝534）

－ 25 －



 

- 26 - 

一般高齢者について，性別にみると，男性では「経験，知識を生かせる仕事」，女

性では「自分の体力に合った仕事」が最も多くなっています。 

年齢別にみると，65～69歳では「経験，知識を生かせる仕事」，70～79歳では

「自分の体力に合った仕事」が最も多くなっています。  
■性別，及び年齢別（一般高齢者） 

 単位：% 

 

 

  
合

計

経

験
，

知

識

を

生
か

せ

る

仕
事

労

働
時

間

を

選

べ
る

仕

事

自

分
の

体

力

に

合

っ
た

仕

事

収

入

そ

の
他

わ

か
ら

な

い

不

明
・

無

回

答

全体 715 50.8 33.8 51.5 19.3 2.8 1.7 12.0

男性 418 57.9 28.2 45.7 18.9 2.4 1.4 11.7

女性 292 40.8 42.1 59.9 19.5 3.4 2.1 12.7

65～69歳 299 56.5 41.5 54.5 23.4 1.0 1.3 7.7

70～74歳 181 45.9 36.5 55.2 21.5 1.1 1.7 9.4

75～79歳 139 49.6 22.3 50.4 10.8 5.8 1.4 16.5

80～84歳 52 36.5 19.2 36.5 9.6 5.8 3.8 28.8

85歳以上 24 50.0 20.8 33.3 12.5 8.3 4.2 20.8

性別

年齢

合

計

経

験
，

知

識

を

生
か

せ

る

仕
事

労

働
時

間

を

選

べ
る

仕

事

自

分
の

体

力

に

合

た

仕

事

収

入

そ

の
他

わ

か
ら

な

い

不

明
・

無

回

答

全体 715 50.8 33.8 51.5 19.3 2.8 1.7 12.0

男性 418 57.9 28.2 45.7 18.9 2.4 1.4 11.7

女性 292 40.8 42.1 59.9 19.5 3.4 2.1 12.7

65～69歳 299 56.5 41.5 54.5 23.4 1.0 1.3 7.7

70～74歳 181 45.9 36.5 55.2 21.5 1.1 1.7 9.4

75～79歳 139 49.6 22.3 50.4 10.8 5.8 1.4 16.5

80～84歳 52 36.5 19.2 36.5 9.6 5.8 3.8 28.8

85歳以上 24 50.0 20.8 33.3 12.5 8.3 4.2 20.8

性別

年齢

－ 26 －
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④高齢者向け催し物やサービス提供に関する情報の入手先 

一般高齢者，要支援認定者ともに，「市の広報紙」が最も多く，次いで「新聞（タ

ウン誌を含む）」と続いています。 

 

 

11.8

22.4

19.8

4.0

8.6

32.4

55.8

15.6

1.9

0.9

1.6

6.0

3.4

1.4

1.5

14.7

7.2

12.0 

15.1 

19.4 

4.1 

2.0 

24.5 

36.0 

13.0 

2.5 

18.9 

4.9 

6.4 

4.4 

6.6 

1.1 

11.0 

15.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家族

友人・隣人

テレビ

ラジオ

インターネット

新聞（タウン誌を含む）

市の広報紙

自治会の案内

高齢者向け雑誌，出版物

ケアマネジャー・ホームヘルパー

主治医（かかりつけ医）

公的施設（保健福祉センターなど）

市役所

高齢者生活支援センター

その他

特にない

不明・無回答

介護予防・日常生活圏域ニーズ調査「一般高齢者」（ｎ＝1,760）

介護予防・日常生活圏域ニーズ調査「要支援認定者」（ｎ＝609）
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⑤地域活動について 

(1)地域づくり活動への参加状況 

一般高齢者，要支援認定者ともに，どの会・グループも「参加していない」が最も多

く，約 45%～60％を占めています。 

 

〔一般高齢者〕 
 

 

 

〔要支援認定者〕  
9.7 

24.8 

31.3 

13.8 

5.9 

17.1 

19.3 

60.6

49.9

44.9

55.1

61.3

52.3

51.4

29.7

25.3

23.8

31.1

32.9

30.6

29.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ボランティアのグループ

スポーツ関係のグループやクラブ

趣味関係のグループ

学習・教養サークル

老人クラブ

町内会・自治会

収入のある仕事

参加している 参加していない 不明・無回答n=1,760

5.3 

11.2 

19.2 

7.4 

10.8 

12.8 

2.3 

50.9

48.3

43.3

48.8

47.1

45.2

51.6

43.8

40.6

37.4

43.8

42.0

42.0

46.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ボランティアのグループ

スポーツ関係のグループやクラブ

趣味関係のグループ

学習・教養サークル

老人クラブ

町内会・自治会

収入のある仕事

参加している 参加していない 不明・無回答n=609
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一般高齢者の地域活動について，地域別にみると，「スポーツ関係のグループ」「趣

味関係のグループ」「学習・教養サークル」「町内会・自治会」「収入のある仕事」では

「西山手」，「ボランティアのグループ」では「東山手」が最も多くなっています。「老

人クラブ」では「精道」が最も多くなっています。 

■地域別（一般高齢者） 
〔ボランティアのグループ〕   〔スポーツ関係のグループ〕  
〔趣味関係のグループ〕   〔学習・教養サークル〕  
〔老人クラブ〕   〔町内会・自治会〕  
〔収入のある仕事〕       

9.7

9.8

10.5

9.8

8.8

60.6

58.8

61.0

59.5

63.9

29.7

31.5

28.4

30.7

27.3

0% 50% 100%

全体(1,760人)

西山手(337人)

東山手(408人)

精道(622人)

潮見(374人)

参加している 参加していない 不明・無回答不明・無回答

24.8

29.1

27.2

22.5

21.7

49.9

44.5

49.0

51.3

53.7

25.3

26.4

23.8

26.2

24.6

0% 50% 100%

全体(1,760人)

西山手(337人)

東山手(408人)

精道(622人)

潮見(374人)

参加している 参加していない 不明・無回答不明・無回答

31.3

35.0

30.4

30.9

30.2

44.9

38.0

47.8

44.7

48.4

23.8

27.0

21.8

24.4

21.4

0% 50% 100%

全体(1,760人)

西山手(337人)

東山手(408人)

精道(622人)

潮見(374人)

参加している 参加していない 不明・無回答不明・無回答

13.8

19.6

15.2

10.9

12.0

55.1

47.8

55.1

56.4

59.4

31.1

32.6

29.7

32.6

28.6

0% 50% 100%

全体(1,760人)

西山手(337人)

東山手(408人)

精道(622人)

潮見(374人)

参加している 参加していない 不明・無回答不明・無回答

5.9

6.5

4.7

7.1

4.8

61.3

57.3

64.0

60.1

63.9

32.9

36.2

31.4

32.8

31.3

0% 50% 100%

全体(1,760人)

西山手(337人)

東山手(408人)

精道(622人)

潮見(374人)

参加している 参加していない 不明・無回答不明・無回答

17.1

19.0

15.2

17.0

17.4

52.3

49.0

54.9

51.3

54.5

30.6

32.0

29.9

31.7

28.1

0% 50% 100%

全体(1,760人)

西山手(337人)

東山手(408人)

精道(622人)

潮見(374人)

参加している 参加していない 不明・無回答不明・無回答

19.3

20.5

18.4

19.0

19.8

51.4

47.5

54.2

51.1

52.4

29.4

32.0

27.5

29.9

27.8

0% 50% 100%

全体(1,760人)

西山手(337人)

東山手(408人)

精道(622人)

潮見(374人)

参加している 参加していない 不明・無回答不明・無回答
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一般高齢者の地域活動について，年齢別にみると，「収入のある仕事」を除き，70～

79歳を中心に「参加している」が多くなっています。 

■年齢別（一般高齢者） 
〔ボランティアのグループ〕   〔スポーツ関係のグループ〕 

 

〔趣味関係のグループ〕   〔学習・教養サークル〕  
〔老人クラブ〕   〔町内会・自治会〕  
〔収入のある仕事〕    

9.7

11.2

8.5

14.6

5.4

3.1

60.6

69.4

63.5

56.1

52.1

44.2

29.7

19.4

28.0

29.3

42.6

52.7

0% 50% 100%

全体(1,760人)

65～69歳(556人)

70～74歳(422人)

75～79歳(369人)

80～84歳(242人)

85歳以上(129人)

参加している 参加していない 不明・無回答不明・無回答

24.8

23.9

30.1

26.0

20.7

16.3

49.9

58.6

47.6

47.7

44.6

38.8

25.3

17.4

22.3

26.3

34.7

45.0

0% 50% 100%

全体(1,760人)

65～69歳(556人)

70～74歳(422人)

75～79歳(369人)

80～84歳(242人)

85歳以上(129人)

参加している 参加していない 不明・無回答不明・無回答

31.3

27.7

34.8

38.5

30.2

22.5

44.9

54.5

43.4

39.3

38.0

38.8

23.8

17.8

21.8

22.2

31.8

38.8

0% 50% 100%

全体(1,760人)

65～69歳(556人)

70～74歳(422人)

75～79歳(369人)

80～84歳(242人)

85歳以上(129人)

参加している 参加していない 不明・無回答不明・無回答

13.8

13.7

15.9

17.6

9.1

7.8

55.1

65.3

54.7

50.9

47.1

40.3

31.1

21.0

29.4

31.4

43.8

51.9

0% 50% 100%

全体(1,760人)

65～69歳(556人)

70～74歳(422人)

75～79歳(369人)

80～84歳(242人)

85歳以上(129人)

参加している 参加していない 不明・無回答不明・無回答

5.9

1.3

4.7

10.3

9.5

11.6

61.3

74.6

62.8

56.4

47.5

41.1

32.9

24.1

32.5

33.3

43.0

47.3

0% 50% 100%

全体(1,760人)

65～69歳(556人)

70～74歳(422人)

75～79歳(369人)

80～84歳(242人)

85歳以上(129人)

参加している 参加していない 不明・無回答不明・無回答

17.1

18.0

19.4

20.1

10.7

11.6

52.3

61.3

52.6

49.1

44.6

37.2

30.6

20.7

28.0

30.9

44.6

51.2

0% 50% 100%

全体(1,760人)

65～69歳(556人)

70～74歳(422人)

75～79歳(369人)

80～84歳(242人)

85歳以上(129人)

参加している 参加していない 不明・無回答不明・無回答

19.3

29.7

19.9

16.8

5.4

7.0

51.4

52.9

53.6

53.1

48.3

41.1

29.4

17.4

26.5

30.1

46.3

51.9

0% 50% 100%

全体(1,760人)

65～69歳(556人)

70～74歳(422人)

75～79歳(369人)

80～84歳(242人)

85歳以上(129人)

参加している 参加していない 不明・無回答不明・無回答
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 前回調査と比べて，本調査では「スポーツ関係」，「趣味関係」，「学習・教養」の回答

割合が 10ポイント以上，増加しています。 

 本調査では，前回調査にあった「健康づくり活動や介護予防活動」がなく，前回調査

で「健康づくり活動や介護予防活動」を回答した層が本調査の「スポーツ関係」を回答

したと仮定しても，10ポイント増加しています。 

 

■経年変化 

 

〔本調査〕 
 

注 1：本設問は元々，「区分」の項目ごとの単数回答であるが，前回調査と比較するため，複数回答とし

て処理している。処理内容は，「区分」の項目ごとの活動に参加している人を合算し，母数に対する

割合を算出した。 

注 2：「参加していない」の回答割合の経年変化の比較はできない。理由は，「参加していない」以外の

選択肢が異なるため，「参加していない」の回答の意味内容が異なるため。 

 

〔前回調査〕 
  

(複数回答)

　　　　　　　区分

ボランティア (n=170)

スポーツ関係 (n=437)

趣味関係 (n=550)

学習・教養 (n=243)

老人クラブ (n=103)

町内会・自治会 (n=301)

収入のある仕事 (n=339)

参加していない (n=459)

不明・無回答 (n=217)

　　　　　　　全体 (n=1,760)

9.7

24.8

31.3

13.8

5.9

17.1

19.3

26.1

12.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(複数回答)

　　　　　　　区分

ボランティア (n=169)

スポーツ関係 (n=229)

趣味関係 (n=379)

老人クラブ (n=122)

町内会・自治会 (n=290)

学習・教養サークル (n=134)

健康づくり活動や介護予防活動 (n=69)

その他の団体や会 (n=142)

していない (n=1,056)

不明・無回答 (n=81)

　　　　　　　全体 (n=2,002)

8.4

11.4

18.9

6.1

14.5

6.7

3.4

7.1

52.7

4.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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(2)地域の人に対してできる支援 

一般高齢者は，「声掛け，

見守り，安否確認」が

32.8%で最も多く，次いで

「特にない」が 31.9%，「話

し相手，相談相手」が

31.0%となっています。

「声掛け，見守り，安否確

認」や「話し相手，相談相

手」について，高齢者の社

会参加・支え合い体制づく

りの社会資源となりうる人

が約 30%いることがうか

がえます。 

要支援認定者は，「特にな

い」が 47.8%で最も多く，次いで「話し相手，相談相手」が 20.9%，「声掛け，見守

り，安否確認」が 12.3%となっています。 

 

(3)地域づくり活動への参加意向 

一般高齢者は，「是非参加したい」と「参加してもよい」と合わせて 59.7%，要支援

認定者は，「是非参加したい」と「参加してもよい」と合わせて 37.4%となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一般高齢者において，性別にみると，男女ともに，「参加してもよい｣が約 50%とな

っています。 

年齢別にみると，いずれの年齢も「参加してもよい｣が約 40%～50%となっています。 

地域別にみると，いずれの地域も「参加してもよい｣が約 50%となっています。 

31.0

32.8

18.3

6.1

17.4

5.7

3.0

31.9

10.2

20.9

12.3

4.4

0.7

6.9

3.3

2.8

47.8

19.0

0% 50% 100%

話し相手，相談相手

声掛け，見守り，安否確認

買い物やごみ出しの手伝い

子育ての手伝い（送迎，見守り等）

緊急時の看病や救急車を呼ぶなどの手助け

健康づくり活動や介護予防につながる活動

その他

特にない

不明・無回答

介護予防・日常生活圏域ニーズ調査「一般高齢者」（ｎ＝1,760）

介護予防・日常生活圏域ニーズ調査「要支援認定者」（ｎ＝609）

6.8

52.9

30.1

10.2

3.4

34.0

40.1

22.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

是非参加したい

参加してもよい

参加したくない

不明・無回答

介護予防・日常生活圏域ニーズ調査「一般高齢者」（ｎ＝1,760）

介護予防・日常生活圏域ニーズ調査「要支援認定者」（ｎ＝609）
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■男女別，年齢別，及び地域別（一般高齢者） 
 

 

要支援認定者において，性別にみると，男女ともに，「参加してもよい」が「参加し

たくない」を下回っています。年齢別にみると，79歳以下は「参加してもよい｣，80

歳以上は「参加したくない」が多くなっています。地域別にみると，潮見は「参加して

もよい」が「参加したくない」を上回っています。 

 

■男女別，年齢別，及び地域別（要支援認定者） 
 

6.8

5.0

8.2

6.3

7.1

7.6

7.0

6.2

7.4

7.8

6.6

5.3

52.9

53.7

52.6

57.6

56.4

53.1

45.9

40.3

51.6

50.2

55.5

53.2

30.1

32.2

28.2

28.2

27.0

31.2

32.2

37.2

27.9

32.6

27.8

32.6

10.2

9.1

11.0

7.9

9.5

8.1

14.9

16.3

13.1

9.3

10.1

8.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(1,760人)

男性（799人）

女性（947人）

65～69歳(556人)

70～74歳(422人)

75～79歳(369人)

80～84歳(242人)

85歳以上(129人)

西山手(337人)

東山手(408人)

精道(622人)

潮見(374人)

是非参加したい 参加してもよい 参加したくない 不明・無回答

3.4

2.9

3.7

0.0

2.7

5.2

4.3

2.3

2.4

2.5

3.1

5.3

34.0

31.1

34.9

60.0

45.9

41.6

36.8

26.4

33.6

28.7

33.8

36.8

40.1

48.1

37.5

20.0

32.4

33.8

38.9

48.3

45.6

49.2

37.4

34.9

22.5

18.0

23.9

20.0

18.9

19.5

20.0

23.0

18.4

19.7

25.6

23.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(609人)

男性（206人）

女性（381人）

65～69歳(15人)

70～74歳(37人)

75～79歳(77人)

80～84歳(185人)

85歳以上(261人)

西山手(125人)

東山手(122人)

精道(195人)

潮見(152人)

是非参加したい 参加してもよい 参加したくない 不明・無回答

6.8

5.0

8.2

6.3

7.1

7.6

7.0

6.2

7.4

7.8

6.6

5.3

52.9

53.7

52.6

57.6

56.4

53.1

45.9

40.3

51.6

50.2

55.5

53.2

30.1

32.2

28.2

28.2

27.0

31.2

32.2

37.2

27.9

32.6

27.8

32.6

10.2

9.1

11.0

7.9

9.5

8.1

14.9

16.3

13.1

9.3

10.1

8.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(1,760人)

男性（799人）

女性（947人）

65～69歳(556人)

70～74歳(422人)

75～79歳(369人)

80～84歳(242人)

85歳以上(129人)

是非参加したい 参加してもよい 参加したくない 不明・無回答

西山手(337人)

東山手(408人)

精道(622人)

潮見(374人)

3.4

2.9

3.7

0.0

2.7

5.2

4.3

2.3

2.4

2.5

3.1

5.3

34.0

31.1

34.9

60.0

45.9

41.6

36.8

26.4

33.6

28.7

33.8

36.8

40.1

48.1

37.5

20.0

32.4

33.8

38.9

48.3

45.6

49.2

37.4

34.9

22.5

18.0

23.9

20.0

18.9

19.5

20.0

23.0

18.4

19.7

25.6

23.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(609人)

男性（206人）

女性（381人）

65～69歳(15人)

70～74歳(37人)

75～79歳(77人)

80～84歳(185人)

85歳以上(261人)

西山手(125人)

東山手(122人)

精道(195人)

潮見(152人)

是非参加したい 参加してもよい 参加したくない 不明・無回答
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(4)地域づくり活動の企画・運営への参加意向 

一般高齢者は，「是非参加したい」と「参加してもよい」と合わせて 36.1%，要支

援認定者は，「是非参加したい」と「参加してもよい」と合わせて 19.0%となってい

ます。地域づくり活動の企画・運営（お世話役）として，社会参加・支え合い体制づく

りの社会資源となりうる人が約 20％～30％いることがうかがえます。 

 

一般高齢者において，性別にみると，男女ともに，「参加してもよい｣が約 30％～

40％となっています。年齢別にみると，いずれの年齢も「参加してもよい｣が約 20％

～30％となっており，年齢が低いほど多くなっています。地域別にみると，いずれの

地域も「参加してもよい｣が約 30％となっています。 

 

■男女別，年齢別，及び地域別（一般高齢者）  
 

2.3

2.4

2.2

2.2

1.9

3.5

2.1

1.6

2.4

2.7

2.1

2.1

33.8

38.0

30.4

38.1

35.8

33.6

26.9

23.3

33.8

35.0

34.1

32.4

51.8

50.7

52.6

50.7

50.9

52.0

55.0

52.7

49.0

48.8

52.3

56.4

12.1

8.9

14.8

9.0

11.4

10.8

16.1

22.5

14.8

13.5

11.6

9.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(1,760人)

男性（799人）

女性（947人）

65～69歳(556人)

70～74歳(422人)

75～79歳(369人)

80～84歳(242人)

85歳以上(129人)

西山手(337人)

東山手(408人)

精道(622人)

潮見(374人)

是非参加したい 参加してもよい 参加したくない 不明・無回答

2.3

33.8

51.8

12.1

1.3

17.7

55.8

25.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

是非参加したい

参加してもよい

参加したくない

不明・無回答

介護予防・日常生活圏域ニーズ調査「一般高齢者」（ｎ＝1,760）

介護予防・日常生活圏域ニーズ調査「要支援認定者」（ｎ＝609）

 2.3

2.4

2.2

2.2

1.9

3.5

2.1

1.6

2.4

2.7

2.1

2.1

33.8

38.0

30.4

38.1

35.8

33.6

26.9

23.3

33.8

35.0

34.1

32.4

51.8

50.7

52.6

50.7

50.9

52.0

55.0

52.7

49.0

48.8

52.3

56.4

12.1

8.9

14.8

9.0

11.4

10.8

16.1

22.5

14.8

13.5

11.6

9.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(1,760人)

男性（799人）

女性（947人）

65～69歳(556人)

70～74歳(422人)

75～79歳(369人)

80～84歳(242人)

85歳以上(129人)

西山手(337人)

東山手(408人)

精道(622人)

潮見(374人)

是非参加したい 参加してもよい 参加したくない 不明・無回答
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要支援認定者において，性別にみると，男女ともに，「参加してもよい｣が約 10％～

20％となっています。 

年齢別にみると，69歳以下は「参加してもよい｣，70歳以上は「参加したくない」

が多くなっています。 

地域別にみると，いずれの地域も「参加してもよい｣が約10％～20％となっています。 

 

■男女別，年齢別，及び地域別（要支援認定者） 
 

 

 

1.3

2.4

0.8

0.0

0.0

1.3

2.7

0.8

0.0

1.6

2.1

1.3

17.7

22.8

14.2

53.3

27.0

16.9

18.4

13.0

16.8

11.5

15.4

24.3

55.8

55.8

57.0

26.7

51.4

55.8

53.5

63.2

59.2

63.1

55.9

50.0

25.1

18.9

28.1

20.0

21.6

26.0

25.4

23.0

24.0

23.8

26.7

24.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(609人)

男性（206人）

女性（381人）

65～69歳(15人)

70～74歳(37人)

75～79歳(77人)

80～84歳(185人)

85歳以上(261人)

西山手(125人)

東山手(122人)

精道(195人)

潮見(152人)

是非参加したい 参加してもよい 参加したくない 不明・無回答

1.3

2.4

0.8

0.0

0.0

1.3

2.7

0.8

0.0

1.6

2.1

1.3

17.7

22.8

14.2

53.3

27.0

16.9

18.4

13.0

16.8

11.5

15.4

24.3

55.8

55.8

57.0

26.7

51.4

55.8

53.5

63.2

59.2

63.1

55.9

50.0

25.1

18.9

28.1

20.0

21.6

26.0

25.4

23.0

24.0

23.8

26.7

24.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(609人)

男性（206人）

女性（381人）

65～69歳(15人)

70～74歳(37人)

75～79歳(77人)

80～84歳(185人)

85歳以上(261人)

西山手(125人)

東山手(122人)

精道(195人)

潮見(152人)

是非参加したい 参加してもよい 参加したくない 不明・無回答

－ 35 －



 

- 36 - 

(5)何かあったときに相談する相手 

一般高齢者は，「家族」が 83.8%で

最も多く，次いで「友人・知人」が

49.2%，「医師・歯科医師・薬剤師・

看護師」が 25.5%となっています。 

要支援認定者は，「家族」が 71.1%

で最も多く，次いで「ケアマネジャ

ー」が 34.2%，「医師・歯科医師・薬

剤師・看護師」が 30.0%となってい

ます。 

一般高齢者において，構成別にみ

ると，「１人暮らし」では「家族など

と同居」と比べて，「友人・知人」を

相談相手としている人が多くなって

います。「家族などと同居」では「家

族」が多くなっています。 

 

 

 

■家族構成別（一般高齢者） 
単位：% 

 

合

計

家

族

友

人
・

知

人

近

所
の

人

自

治
会

・

町

内

会
・

老

人

ク
ラ

ブ

社

会
福

祉

協

議

会
・

民

生

委
員

ケ

ア
マ

ネ

ジ

ャ
ー

医

師
・

歯

科

医

師
・

薬

剤

師
・

看

護

師

高

齢
者

生

活

支

援
セ

ン

タ
ー

・

市

役

所

そ

の
他

相

談
す

る

相

手

は
い

な

い

不

明
・

無

回

答

全体
1,760 83.8 49.2 7.9 2.5 2.9 2.8 25.5 6.4 2.6 2.3 3.2

1人暮らし
327 54.1 57.8 12.5 2.8 4.3 2.1 23.9 8.3 6.4 6.1 4.0

家族などと同

居 1,398 90.7 47.5 6.9 2.5 2.6 2.9 25.8 6.1 1.8 1.4 3.1

83.8

49.2

7.9

2.5

2.9

2.8

25.5

6.4

2.6

2.3

3.2

71.1 

26.4 

9.9 

3.3 

4.9 

34.2 

30.0 

12.2 

3.4 

2.1 

8.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家族

友人・知人

近所の人

自治会・町内会・老人クラブ

社会福祉協議会・民生委員

ケアマネジャー

医師・歯科医師・薬剤師・看護師

高齢者生活支援センター・市役所

その他

相談する相手はいない

不明・無回答

介護予防・日常生活圏域ニーズ調査「一般高齢者」（n＝1,760）

介護予防・日常生活圏域ニーズ調査「要支援認定者」（n＝609）  合

計

家

族

友

人
・

知

人

近

所
の

人

自

治
会

・

町

内

会
・

老

人

ク
ラ

ブ

社

会
福

祉

協

議

会
・

民

生

委
員

ケ

ア
マ

ネ

ジ

医

師
・

歯

科

医

師
・

薬

剤

師
・

看

護

師

高

齢
者

生

活

支

援
セ

ン

タ

・

市

役

所

そ

の
他

相

談
す

る

相

手

は
い

な

い

不

明
・

無

回

答

全体
1,760 83.8 49.2 7.9 2.5 2.9 2.8 25.5 6.4 2.6 2.3 3.2

1人暮らし
327 54.1 57.8 12.5 2.8 4.3 2.1 23.9 8.3 6.4 6.1 4.0

家族などと同

居 1,398 90.7 47.5 6.9 2.5 2.6 2.9 25.8 6.1 1.8 1.4 3.1
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(6)現在の健康状態 

一般高齢者は，「まあよい」が 68.2%で最も多く，次いで「とてもよい」が 14.2%，

「あまりよくない」が 12.2%となっています。 

要支援認定者は，「まあよい」が 41.1%で最も多く，次いで「あまりよくない」が

38.6%，「よくない」が 11.0%となっています。 

  
要支援認定者において，年齢別にみると，70 歳以上ではよいと感じている人（「よ

い」と「まあよい｣の合計）が増加する傾向にあります。  
■年齢別（要支援認定者） 

 

 

 

14.2

68.2

12.2

2.2

3.2

1.3

41.1

38.6

11.0

8.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

とてもよい

まあよい

あまりよくない

よくない

不明・無回答

介護予防・日常生活圏域ニーズ調査「一般高齢者」（ｎ＝1,760）

介護予防・日常生活圏域ニーズ調査「要支援認定者」（ｎ＝609）

1.3

0.0

0.0

1.3

1.6

1.1

41.1

40.0

24.3

31.2

40.0

46.7

38.6

33.3

56.8

48.1

37.8

34.9

11.0

20.0

8.1

13.0

11.9

10.3

8.0

6.7

10.8

6.5

8.6

6.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(609人)

65～69歳(15人)

70～74歳(37人)

75～79歳(77人)

80～84歳(185人)

85歳以上(261人)

とてもよい まあよい あまりよくない よくない 不明・無回答
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⑦かかりつけ医師・歯科医師・薬剤師の有無 

一般高齢者，要支援認定者は，「かかりつけ医師がいる」は 80％以上，「かかりつけ

歯科医師がいる」は約 55％～60％います。 

   
⑧将来，介護を受ける場所への意向 

一般高齢者は，「現在の居宅」が 52.9%で最も多く，次いで「サービス付き高齢者

向け住宅」が 9.9%，「特別養護老人ホーム」が 9.4%となっています。 

要支援認定者は，「現在の居宅」が 49.9%で最も多く，次いで「特別養護老人ホー

ム」が 9.5%，「長期入院ができる病院」が 7.2%となっています。 

 

 

 

  

80.5

60.1

17.2

8.4

2.4

87.8

54.8

28.1

2.6

6.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

かかりつけ医師がいる

かかりつけ歯科医師がいる

かかりつけ薬剤師がいる

決めていない

不明・無回答

介護予防・日常生活圏域ニーズ調査「一般高齢者」（ｎ＝1,760）

介護予防・日常生活圏域ニーズ調査「要支援認定者」（ｎ＝609）

52.9

1.0

9.4

5.5

9.9

5.9

1.8

13.8

49.9 

1.3 

9.5 

5.3 

5.4 

7.2 

2.0 

19.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

現在の居宅

別居している子どもや親類宅

特別養護老人ホーム

有料老人ホーム

サービス付き高齢者向け住宅

長期入院ができる病院

その他

不明・無回答

介護予防・日常生活圏域ニーズ調査「一般高齢者」（ｎ＝1,760）

介護予防・日常生活圏域ニーズ調査「要支援認定者」（ｎ＝609）
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一般高齢者において，家族構成別にみると，いずれの家族構成においても，「現在の

居宅｣が 40％～60％となっています。 

 

■家族構成別（一般高齢者） 
 

 

一般高齢者において，年齢別にみると，いずれの年齢も，「現在の居宅｣が約 50％と

なっています。 

次いで，79歳以下では「サービス付き高齢者向け住宅」，80～84歳では「特別養

護老人ホーム」，85歳以上では「長期入院ができる病院」となっています。 

 

■年齢別（一般高齢者） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

52.9

46.8

53.2

58.8

55.7

1.0

1.2

0.7

0.8

1.4

9.4

10.7

9.0

9.2

9.9

5.5

5.2

6.2

4.2

5.0

9.9

14.4

9.8

7.1

7.8

5.9

6.1

5.0

8.0

6.4

1.8

2.1

1.9

1.3

1.4

13.8

13.5

14.2

10.5

12.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(1,760人)

1人暮らし(327人)

夫婦2人暮らし（878人）

息子・娘との2世帯（238人）

その他（282人）

現在の居宅 別居している子どもや親類宅
特別養護老人ホーム 有料老人ホーム
サービス付き高齢者向け住宅 長期入院ができる病院
その他 不明・無回答

52.9

52.0

51.9

52.0

57.9

56.6

1.0

1.1

1.7

0.3

0.8

0.8

9.4

10.6

11.6

7.3

7.4

6.2

5.5

7.0

5.9

4.6

4.1

3.1

9.9

11.2

11.8

10.6

6.6

4.7

5.9

3.6

4.7

8.4

6.2

8.5

1.8

2.9

1.4

1.1

1.2

0.0

13.8

11.7

10.9

15.7

15.7

20.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(1,760人)

65～69歳(556人)

70～74歳(422人)

75～79歳(369人)

80～84歳(242人)

85歳以上(129人)

現在の居宅 別居している子どもや親類宅

特別養護老人ホーム 有料老人ホーム

サービス付き高齢者向け住宅 長期入院ができる病院

その他 不明・無回答
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要支援認定者において，家族構成別にみると，いずれの家族構成においても，「現在

の居宅｣が約 50％～60％となっています。 

 

■家族構成別（要支援認定者） 

 

 

⑨介護の経験について 

(1)介護経験の有無 

一般高齢者，要支援認定者ともに，「はい」（介護をしたことがある）が約 40％とな

っています。 

一般高齢者について，年齢別にみると，いずれの年代においても，「はい｣（介護をし

たことがある）が約 40％～50％となっています。 

     

 

 

 

49.9

50.0

47.0

56.3

54.0

1.3

2.6

1.0

0.0

0.0

9.5

9.9

12.4

6.9

6.0

5.3

4.3

6.4

8.0

4.0

5.4

5.6

6.9

3.4

4.0

7.2

7.8

4.5

8.0

6.0

2.0

1.7

1.5

2.3

6.0

19.4

18.1

20.3

14.9

20.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(609人)

1人暮らし(232人)

夫婦2人暮らし（202人）

息子・娘との2世帯（87人）

その他（50人）

現在の居宅 別居している子どもや親類宅
特別養護老人ホーム 有料老人ホーム
サービス付き高齢者向け住宅 長期入院ができる病院
その他 不明・無回答

47.2

48.0

4.8

42.5

39.9

17.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

はい

いいえ

不明・無回答

介護予防・日常生活圏域ニーズ調査「一般高齢者」（ｎ＝1,760）

介護予防・日常生活圏域ニーズ調査「要支援認定者」（ｎ＝609）
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一般高齢者において，年齢別にみると，74歳以下では，「はい」が「いいえ」より上回

っています。 

要支援認定者において，年齢別にみると，65～79 歳まで，「はい｣が上昇する傾向

にあります。 

 

■年齢別（一般高齢者） 
 

■年齢別（要支援認定者） 

 

47.2

50.9

49.1

43.6

44.2

37.2

48.0

45.9

48.8

52.3

48.3

48.1

4.8

3.2

2.1

4.1

7.4

14.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(1,760人)

65～69歳(556人)

70～74歳(422人)

75～79歳(369人)

80～84歳(242人)

85歳以上(129人)

はい いいえ 不明・無回答

42.5

33.3

40.5

44.2

43.8

42.9

39.9

60.0

45.9

44.2

34.6

42.1

17.6

6.7

13.5

11.7

21.6

14.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(609人)

65～69歳(15人)

70～74歳(37人)

75～79歳(77人)

80～84歳(185人)

85歳以上(261人)

はい いいえ 不明・無回答
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(2)誰の介護をしたか(現在している場合も含む) 

 （介護経験のある方） 

一般高齢者は，「親」が 76.1%で最も多く，次いで「配偶者」が 22.3%，「兄弟・

姉妹」が 5.9%となっています。 

要支援認定者は，「配偶者」が 58.3%で最も多く，次いで「親」が 49.8%，「兄弟・

姉妹」が 4.2%となっています。 

 

 

 

(3)介護離職の状況 

 （介護経験のある方） 

一般高齢者は，「仕事を続けた」が 37.3%で最も多く，次いで「その他」が 28.9%，

「仕事を辞めた」が 8.3%となっています。要支援認定者は，「その他」が 40.5%で最

も多く，次いで「仕事を続けた」が 14.7%，「仕事を辞めた」が 5.4%となっています。 

 

76.1

22.3

5.9

1.1

5.8

0.7

49.8 

58.3 

4.2 

1.2 

3.5 

1.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

親

配偶者

兄弟・姉妹

子

その他

不明・無回答

介護予防・日常生活圏域ニーズ調査「一般高齢者」（ｎ＝831）

介護予防・日常生活圏域ニーズ調査「要支援認定者」（ｎ＝259）

8.3

37.3

28.9

25.5

5.4 

14.7 

40.5 

39.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

仕事を辞めた

仕事を続けた

その他

不明・無回答

介護予防・日常生活圏域ニーズ調査「一般高齢者」（ｎ＝831）

介護予防・日常生活圏域ニーズ調査「要支援認定者」（ｎ＝259）
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21.5

11.6

17.5

20.6

24.1

31.9

41.7

67.2

74.2

84.2

77.3

74.9

75.0

61.7

52.8

31.0

4.3

4.2

5.2

4.5

0.9

6.4

5.6

1.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（1,281人）

要支援1（455人）

要支援2（211人）

要介護1（267人）

要介護2（112人）

要介護3（94人）

要介護4（72人）

要介護5（58人）

利用している 利用していない 不明・無回答

（２）在宅介護実態調査 
Ａ票（要支援・要介護認定者）                             

 

①世帯類型  

「単身世帯」が 33.8%で最も多く，次いで「夫婦のみ世帯」が 30.9%，「その他」

が 30.1%となっています。   
②訪問診療の利用状況 

「利用していない」が 74.2%，「利用している」が 21.5%となっています。  
 

要介護度別にみると，要介護度が上がるほど「利用している」が上昇する傾向にあ

ります。 

■年齢別（一般高齢者） 
  　　　　　　　区分

単身世帯 (n=433)

夫婦のみ世帯 (n=396)

その他 (n=386)

不明・無回答 (n=66)

　　　　　　　全体 (n=1,281)

33.8

30.9

30.1

5.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

　　　　　　　区分

利用している (n=275)

利用していない (n=951)

不明・無回答 (n=55)

　　　　　　　全体 (n=1,281)

21.5

74.2

4.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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③施設等への入所・入居の検討状況 

「入所・入居は検討していない」が 72.4%で最も多く，次いで「入所・入居を検討

している」が 15.7%，「すでに入所・入居申し込みをしている」が 5.0%となってい

ます。  
④介護保険サービスの利用状況（住宅改修，福祉用具貸与・購入以外） 

「利用している」が 64.7%，「利用していない」が 26.3%となっています。  
⑤在宅生活継続に必要と感じる支援・サービス 

「掃除・洗濯」が 26.8%で最も多く，次いで「移送サービス（介護・福祉タクシー

等）」が 26.6%，「外出同行（通院，買い物など）」が 24.9%となっています。 

  

　　　　　　　区分

入所・入居は検討していない (n=928)

入所・入居を検討している (n=201)

すでに入所・入居申し込みをしている (n=64)

不明・無回答 (n=88)

　　　　　　　全体 (n=1,281)

72.4

15.7

5.0

6.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

　　　　　　　区分

利用している (n=829)

利用していない (n=337)

不明・無回答 (n=115)

　　　　　　　全体 (n=1,281)

64.7

26.3

9.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(複数回答)

　　　　　　　区分

配食 (n=222)

調理 (n=172)

掃除・洗濯 (n=343)

買い物（宅配は含まない） (n=199)

ゴミ出し (n=205)

外出同行（通院，買い物など） (n=319)

移送サービス（介護・福祉ﾀｸｼｰ等） (n=341)

見守り，声かけ (n=189)

サロンなどの定期的な通いの場 (n=100)

その他 (n=73)

特になし (n=225)

不明・無回答 (n=247)

　　　　　　　全体 (n=1,281)

17.3

13.4

26.8

15.5

16.0

24.9

26.6

14.8

7.8

5.7

17.6

19.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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要介護度別にみると，要介護度が上がるほど「掃除・洗濯」が低下し，「移送サービ

ス」がおおむね上昇する傾向にあります。  
■要介護度別 

単位：%    

合

計

配

食

調

理

掃

除
・

洗

濯

買

い
物

（
宅
配

は

含

ま
な

い

）

ゴ

ミ
出

し

外

出
同

行

（
通

院

，

買
い

物

な

ど

）

移

送
サ
ー

ビ

ス

（
介

護

・

福
祉

ﾀ

ｸ

ｼ

ｰ

等

）

見

守
り

，

声
か

け

サ

ロ
ン

な

ど
の

定

期

的
な

通

い

の
場

そ

の
他

特

に
な

し

不

明
・

無

回
答

全体 1,281 17.3 13.4 26.8 15.5 16.0 24.9 26.6 14.8 7.8 5.7 17.6 19.3

要支援1 455 16.3 13.8 35.4 15.8 19.3 18.9 20.4 12.5 7.7 5.1 16.0 19.1

要支援2 211 16.1 16.6 28.0 18.5 20.4 29.4 24.2 9.5 8.1 4.3 17.1 22.7

要介護1 267 18.0 14.2 22.1 16.9 14.2 31.8 27.7 17.6 9.4 3.7 22.8 13.9

要介護2 112 28.6 14.3 22.3 16.1 15.2 33.0 29.5 18.8 6.3 12.5 13.4 21.4

要介護3 94 20.2 7.4 19.1 16.0 10.6 24.5 39.4 20.2 12.8 7.4 13.8 17.0

要介護4 72 8.3 9.7 13.9 5.6 6.9 19.4 40.3 18.1 1.4 4.2 20.8 26.4

要介護5 58 13.8 10.3 12.1 6.9 5.2 17.2 36.2 19.0 3.4 12.1 19.0 19.0

，

，

合

計

配

食

調

理

掃

除
・

洗

濯

買

い
物

宅
配

は

含

ま
な

い

ゴ

ミ
出

し

外

出
同

行

通

院

，

買
い

物

な

ど

移

送
サ

ビ

ス

介

護

・

福
祉

ﾀ

ｸ

ｼ

ｰ

等

見

守
り

，

声
か

け

サ

ロ
ン

な

ど
の

定

期

的
な

通

い

の
場

そ

の
他

特

に
な

し

不

明
・

無

回
答

全体 1,281 17.3 13.4 26.8 15.5 16.0 24.9 26.6 14.8 7.8 5.7 17.6 19.3

要支援1 455 16.3 13.8 35.4 15.8 19.3 18.9 20.4 12.5 7.7 5.1 16.0 19.1

要支援2 211 16.1 16.6 28.0 18.5 20.4 29.4 24.2 9.5 8.1 4.3 17.1 22.7

要介護1 267 18.0 14.2 22.1 16.9 14.2 31.8 27.7 17.6 9.4 3.7 22.8 13.9

要介護2 112 28.6 14.3 22.3 16.1 15.2 33.0 29.5 18.8 6.3 12.5 13.4 21.4

要介護3 94 20.2 7.4 19.1 16.0 10.6 24.5 39.4 20.2 12.8 7.4 13.8 17.0

要介護4 72 8.3 9.7 13.9 5.6 6.9 19.4 40.3 18.1 1.4 4.2 20.8 26.4

要介護5 58 13.8 10.3 12.1 6.9 5.2 17.2 36.2 19.0 3.4 12.1 19.0 19.0
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⑥今後のサービス利用意向 

「訪問介護や訪問看護などの在宅サービス」が 57.5%で最も多く，次いで「緊急時

に利用できる在宅介護サービス」が 55.7%，「状態が悪化したときなどに緊急で入れ

る施設」が 51.4%となっています。前回調査と上位５位を比較すると，サービス利用

意向の状況は大きく変わっていません。 

 

(複数回答)

　　　　　　　区分

訪問介護や訪問看護などの在宅サービス (n=737)

緊急時に利用できる在宅介護サービス (n=714)

夜間に定期的に巡回してくれるサービス (n=224)

在宅介護に適した住宅の改修 (n=185)

介護する家族のための健康管理 (n=245)

介護する家族のための専門的な介護研修 (n=110)

介護する家族のための相談窓口の設置 (n=310)

在宅で介護するための補助用品の支給 (n=381)

ショートステイなどの宿泊サービス，デイサービス

などの通所サービス
(n=397)

「通い（デイサービス）」「訪問（訪問介護）」「泊り（ショ ートステイ）」が一

体的に提供されるサービス（小規模多機能型のサービス）
(n=398)

有料老人ホームなどの居住施設 (n=164)

状態が悪化したときなどに緊急で入れる施設 (n=658)

認知症専門の通所サービス (n=113)

認知症専門の共同生活介護サービス（グループ

ホーム）
(n=94)

在宅で受けられる医療サービス (n=649)

認知症専門の診療 (n=135)

24時間対応できる病院，診療所 (n=579)

買い物を支援するサービス (n=302)

通院を支援するサービス (n=437)

食事を配達するサービス (n=330)

介護保険外のサービス（家事援助，身の回りの世

話など）
(n=364)

地域住民の助け合いや見守り（徘徊の発見，通報

など）
(n=177)

その他 (n=28)

わからない (n=11)

不明・無回答 (n=106)

　　　　　　　全体 (n=1,281)

在

宅
で

受

け

ら

れ

る
サ
ー

ビ

ス

入

所
・

通

所

の

サ
ー

ビ

ス

医

療
サ
ー

ビ

ス

そ

の
他

の

サ
ー

ビ

ス

57.5 

55.7 

17.5 

14.4 

19.1 

8.6 

24.2 

29.7 

31.0 

31.1 

12.8 

51.4 

8.8 

7.3 

50.7 

10.5 

45.2 

23.6 

34.1 

25.8 

28.4 

13.8 

2.2 

0.9 

8.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（前回調査 55.3） 

（前回調査 54.8） 

（前回調査 44.9） 

（前回調査 43.2） 

（前回調査 40.2） 
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Ｂ票（介護者）                                    

①介護者の続柄 

「子」が 51.9%で最も多く，次いで「配偶者」が 28.5%，「子の配偶者」が 7.5%

となっています。 

 

 

②介護の内容 

「その他の家事（掃除，洗濯，買い物等）」が 75.2%で最も多く，次いで「外出の

付き添い，送迎等」が 70.7%，「食事の準備（調理等）」が 68.6%となっています。 

 

 

 

  　　　　　　　区分

配偶者 (n=218)

子 (n=397)

子の配偶者 (n=57)

孫 (n=3)

兄弟・姉妹 (n=19)

その他 (n=25)

不明・無回答 (n=46)

　　　　　　　全体 (n=765)

28.5

51.9

7.5

0.4

2.5

3.3

6.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(複数回答)

　　　　　　　区分

日中の排泄 (n=135)

夜間の排泄 (n=104)

食事の介助（食べる時） (n=157)

入浴・洗身 (n=184)

身だしなみ（洗顔・歯磨き等） (n=196)

衣服の着脱 (n=240)

屋内の移乗・移動 (n=171)

外出の付き添い，送迎等 (n=541)

服薬 (n=333)

認知症状への対応 (n=146)

医療面での対応（経管栄養，ストーマ等） (n=105)

食事の準備（調理等） (n=525)

その他の家事（掃除，洗濯，買い物等） (n=575)

金銭管理や生活面に必要な諸手続き (n=523)

その他 (n=73)

わからない (n=3)

不明・無回答 (n=26)

　　　　　　　全体 (n=765)

身

体
介

護

生

活
援

助

そ

の
他

17.6

13.6

20.5

24.1

25.6

31.4

22.4

70.7

43.5

19.1

13.7

68.6

75.2

68.4

9.5

0.4

3.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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③介護を理由とした離職状況（過去１年間） 

「介護のために仕事を辞めた家族・親族はいない」が 49.7%で最も多く，次いで「主

な介護者が仕事を辞めた（転職除く）」が 6.9%，「わからない」が 3.0%となっています。 

  
④不安を感じる介護等 

「外出の付き添い，送迎等」が 32.0%で最も多く，次いで「その他の家事（掃除，

洗濯，買い物等）」が 28.0%，「食事の準備（調理等）」が 27.2%となっています。 

  

(複数回答)

　　　　　　　区分

主な介護者が仕事を辞めた（転職除く） (n=53)

主な介護者以外の家族・親族が仕事を辞

めた（転職除く）
(n=8)

主な介護者が転職した (n=11)

主な介護者以外の家族・親族が転職した (n=6)

介護のために仕事を辞めた家族・親族は

いない
(n=380)

わからない (n=23)

不明・無回答 (n=288)

　　　　　　　全体 (n=765)

6.9

1.0

1.4

0.8

49.7

3.0

37.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(複数回答)

　　　　　　　区分

日中の排泄 (n=135)

夜間の排泄 (n=195)

食事の介助（食べる時） (n=64)

入浴・洗身 (n=194)

身だしなみ（洗顔・歯磨き等） (n=43)

衣服の着脱 (n=64)

屋内の移乗・移動 (n=99)

外出の付き添い，送迎等 (n=245)

服薬 (n=101)

認知症状への対応 (n=183)

医療面での対応（経管栄養，ストーマ等） (n=61)

食事の準備（調理等） (n=208)

その他の家事（掃除，洗濯，買い物等） (n=214)

金銭管理や生活面に必要な諸手続き (n=182)

その他 (n=83)

不安に感じていることは，特にない (n=35)

主な介護者に確認しないと，わからない (n=21)

不明・無回答 (n=86)

　　　　　　　全体 (n=765)

身

体
介

護

生

活
援

助

そ

の
他

17.6

25.5

8.4

25.4

5.6

8.4

12.9

32.0

13.2

23.9

8.0

27.2

28.0

23.8

10.8

4.6

2.7

11.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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要支援１・２では「その他の家事（掃除，洗濯，買い物等）」（33.2%），要介護１・

２では「外出の付き添い，送迎等」（27.8%），要介護３以上では「夜間の排泄」（30.9%）

に係る介護者不安が大きくなっています。 

 

■要介護度別 

 

 

  

7.9%

13.6%

2.6%

21.5%

2.6%

3.8%

9.8%

32.8%

7.5%

14.0%

3.4%

26.0%

33.2%

22.3%

7.2%

6.0%

6.0%

22.6%

25.8%

7.3%

22.6%

3.6%

6.5%

11.7%

27.8%

15.3%

25.8%

6.0%

23.0%

18.1%

18.1%

8.9%

3.6%

2.0%

19.8%

30.9%

11.7%

22.2%

4.9%

6.8%

13.6%

20.4%

4.9%

26.5%

10.5%

14.2%

11.1%

9.9%

14.8%

6.2%

0.0%

0% 20% 40%

日中の排泄

夜間の排泄

食事の介助（食べる時）

入浴・洗身

身だしなみ（洗顔・歯磨き等）

衣服の着脱

屋内の移乗・移動

外出の付き添い、送迎等

服薬

認知症状への対応

医療面での対応（経管栄養、ストーマ 等）

食事の準備（調理等）

その他の家事（掃除、洗濯、買い物 等）

金銭管理や生活面に必要な諸手続き

その他

不安に感じていることは、特にない

主な介護者に確認しないと、わからない

要支援１・２(n=265) 要介護１・２(n=248) 要介護３以上(n=162)
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⑤必要と感じる地域での支援 

「フルタイム」または「パートタイム」で働いている方のうち「緊急時の支援体制」

が 58.0%で最も多く，次いで「少し困った時に手伝ってくれる人」が 40.3%，「24

時間対応の相談体制」が 19.1%となっています。 

 

⑥今後の介護離職の可能性 

（「フルタイム」または「パートタイム」で働いている方） 

「問題はあるが，何とか続けていける」が 60.1%で最も多く，次いで「問題なく，続

けていける」が 13.6%，「続けていくのは，やや難しい」が 8.1%となっています。 

 

 

■詳細分析 

「問題はあるが，何とか続けていける」を回答した人において，不安を感じる介護

等をみると，「夜間の排泄」（36.1%）や「入浴・洗身」（31.6%）が多くなっていま

す。「不安感じる介護等」の全体の回答（P.48，下段）に比べ，「夜間の排泄」と「入

浴・洗身」の回答割合が高まっています。 

(複数回答)

　　　　　　　区分

24時間対応の相談体制 (n=146)

介護者同士の家族の会 (n=26)

緊急時の支援体制 (n=444)

いつでも誰かと話ができる場所 (n=51)

気軽に声をかけてくれる人 (n=70)

少し困った時に手伝ってくれる人 (n=308)

有償でサービスを提供してくれる団体 (n=120)

その他 (n=19)

特にない (n=56)

主な介護者に確認しないとわからない (n=23)

不明・無回答 (n=103)

　　　　　　　全体 (n=765)

19.1

3.4

58.0

6.7

9.2

40.3

15.7

2.5

7.3

3.0

13.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

　　　　　　　区分

問題なく，続けていける (n=35)

問題はあるが，何とか続けていける (n=155)

続けていくのは，やや難しい (n=21)

続けていくのは，かなり難しい (n=10)

主な介護者に確認しないと，わからない (n=16)

不明・無回答 (n=21)

　　　　　　　全体 (n=258)

13.6

60.1

8.1

3.9

6.2

8.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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また，「問題はあるが，何とか続けていける」を回答した人において，必要と感じる

地域での支援をみると，「緊急時の支援体制」（69.7%），「少し困った時に手伝ってく

れる人」（49.0%），「24時間対応の相談体制」（27.1%）が多くなっています。「必要

と感じる地域での支援」の全体の回答割合（P.50，上段）に比べ，上位３は変わりま

せんが，それぞれ回答割合が高まっています。 

 

（３）各調査における共通設問 
①認知症施策として，市が力を入れるべきこと 

一般高齢者は，「医療・介護・地域が連携した早期発見・早期診断のしくみづくり」

が 64.0%で最も多く，次いで「困ったときに訪問して関係機関につないでくれる機関」

が 41.8%，「認知症グループホームや特別養護老人ホームなどの施設整備」が 34.0%

となっています。 

要支援認定者は，「医療・介護・地域が連携した早期発見・早期診断のしくみづくり」

が 55.8%で最も多く，次いで「困ったときに訪問して関係機関につないでくれる機関」

が 42.5%，「認知症グループホームや特別養護老人ホームなどの施設整備」が 30.0%

となっています。 

要支援・要介護認定者は，「困ったときに訪問して関係機関につないでくれる機関」

が 43.8%で最も多く，次いで「医療・介護・地域が連携した早期発見・早期診断のし

くみづくり」が 43.4%，「認知症グループホームや特別養護老人ホームなどの施設整

備」が 29.6%となっています。 
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64.0 

16.5 

6.6 

12.3 

15.2 

11.5 

34.0 

4.1 

4.4 

25.5 

8.4 

41.8 

2.1 

9.3 

55.8 

12.8 

6.9 

12.3 

15.1 

9.5 

30.0 

4.9 

4.4 

19.0 

7.4 

42.5 

2.5 

14.8 

43.4 

8.1 

6.4 

13.5 

15.8 

14.6 

29.6 

3.7 

5.2 

15.7 

8.4 

43.8 

2.2 

16.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

医療・介護・地域が連携した早期発見・早期

診断のしくみづくり

予防教室や講演会など市民に対する啓発

家族の交流会や相談会などの支援

認知症の介護・コミュニケーション方法等，家

族向け研修会の開催

認知症を見守るボランティアなどのしくみづく

り

徘徊行動などに対する福祉サービス制度の

充実

認知症グループホームや特別養護老人ホー

ムなどの施設整備

成年後見制度や虐待防止などの制度の充実

若年性認知症（64歳以下の発症）に対する支

援

地域で相談できる場所

関係機関のネットワークづくり

困ったときに訪問して関係機関につないでく

れる機関

その他

不明・無回答

介護予防・日常生活圏域ニーズ調査「一般高齢者」（n＝1,760）

介護予防・日常生活圏域ニーズ調査「要支援認定者」（n＝609）

在宅介護実態調査「要支援・要介護認定者」（n＝1,281）
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②現在治療中，または後遺症のある病気 

一般高齢者は，「高血

圧」が 33.4%で最も多

く，次いで「目の病気」

が 19.4%，「ない」が

18.0%となっていま

す。 

要支援認定者は，「高

血圧」が 43.7%で最も

多く，次いで「筋骨格の

病気（骨粗しょう症，関

節症等）」が 29.4%，

「目の病気」が 25.1%

となっています。 

要支援・要介護認定

者は ，「 高血 圧」 が

42.2%で最も多く，次

いで「筋骨格の病気（骨

粗しょう症，関節症

等）」が 27.6%，「目の

病気」が 23.3%となっ

ています。 

  

18.0

33.4

2.6

9.5

11.0

13.8

3.9

5.9

7.9

11.8

2.6

5.6

1.8

1.3

0.3

0.2

19.4

5.7

9.4

6.0

4.3 

43.7 

7.6 

17.6 

12.8 

11.7 

6.9 

7.1 

10.7 

29.4 

13.0 

7.9 

3.8 

2.8 

3.8 

2.5 

25.1 

10.0 

12.2 

7.1 

3.2 

42.2 

15.5 

18.1 

13.8 

10.4 

9.7 

7.8 

10.4 

27.6 

12.6 

6.7 

3.1 

3.2 

15.1 

4.8 

23.3 

7.7 

17.0 

2.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ない

高血圧

脳卒中（脳出血･脳梗塞等）

心臓病

糖尿病

高脂血症（脂質異常）

呼吸器の病気（肺炎や気管支炎等）

胃腸・肝臓・胆のうの病気

腎臓・前立腺の病気

筋骨格の病気（骨粗しょう症，関節症等）

外傷（転倒・骨折等）

がん（悪性新生物）

血液・免疫の病気

うつ病

認知症（アルツハイマー病等）

パーキンソン病

目の病気

耳の病気

その他

不明・無回答

介護予防・日常生活圏域ニーズ調査「一般高齢者」（n＝1,760）

介護予防・日常生活圏域ニーズ調査「要支援認定者」（n＝609）

在宅介護実態調査「要支援・要介護認定者」（n＝1,281）
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③災害時や緊急時の対応 

(1)緊急時等の一人での避難 

一般高齢者は，「避難できる」が 85.8%で最も多く，次いで「一人で判断できるが，

避難はできない」が 6.8%，「一人で判断できないし，避難できない」が 1.2%となっ

ています。 

要支援認定者は，「避難できる」が 34.6%で最も多く，次いで「一人で判断できる

が，避難はできない」が 34.2%，「一人で判断できないし，避難できない」が 14.8%

となっています。 

要支援・要介護認定者は，「一人で判断できるが，避難はできない」が 41.0%で最

も多く，次いで「一人で判断できないし，避難できない」が 25.8%，「避難できる」

が 20.5%となっています。 

 

 

 

  

85.8

6.8

1.2

6.3

34.6

34.2

14.8

16.4

20.5

41.0

25.8

12.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

避難できる

一人で判断できるが，避難はできない

一人で判断できないし，避難できない

不明・無回答

介護予防・日常生活圏域ニーズ調査「一般高齢者」（n＝1,760）

介護予防・日常生活圏域ニーズ調査「要支援認定者」（n＝609）

在宅介護実態調査「要支援・要介護認定者」（n＝1,281）
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要支援・要介護認定者において，要介護度別にみると，要介護度が上がるほど避難

できない人（「一人で判断できるが，避難はできない」と「一人で判断できないし，避

難できない」との合計）は，おおむね増える傾向にあります。 

 

 ■要介護度別（要支援・要介護認定者） 

 

 

要支援・要介護認定者において，家族構成別にみると，単身世帯では，避難できない

人（「一人で判断できるが，避難はできない」と「一人で判断できないし，避難できな

い」との合計）は 59.6%，夫婦のみ世帯では 67.7%となっています。 

 

 ■家族構成別（要支援・要介護認定者） 

 

20.5

35.8

22.7

15.0

6.3

1.1

4.2

0.0

41.0

41.1

51.7

44.9

35.7

34.0

26.4

22.4

25.8

8.8

11.8

27.7

49.1

59.6

55.6

65.5

12.6

14.3

13.7

12.4

8.9

5.3

13.9

12.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体（1,281人）

要支援1（455人）

要支援2（211人）

要介護1（267人）

要介護2 （112人）

要介護3（94人）

要介護4（72人）

要介護5（58人）

避難できる 一人で判断できるが，避難はできない

一人で判断できないし，避難できない 不明・無回答

20.5

27.3

21.2

13.5

41.0

42.3

42.9

37.8

25.8

17.3

24.7

37.0

12.6

13.2

11.1

11.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体（1,281人）

単身世帯（433人）

夫婦のみ世帯（396人）

その他（386人）

避難できる 一人で判断できるが，避難はできない

一人で判断できないし，避難できない 不明・無回答
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(2)緊急時等の手助けを頼める人の有無 

（緊急時に一人で避難できない方） 

一般高齢者は，「はい」（いる）が 53.6%，「いいえ」が 27.9%となっています。 

要支援認定者は，「はい」（いる）が 57.0%，「いいえ」が 30.2%となっています。 

要支援・要介護認定者は，「いる」が 63.3%，「いない」が 30.5%となっています。 

 

 

要支援・要介護認定者において，要介護度別にみると，要介護度が上がるほど緊急

時等の手助けを頼める人がいない人は，おおむね減る傾向にあります。 

 

 ■要介護度別（要支援・要介護認定者） 

 

53.6

27.9

18.6

57.0

30.2

12.8

63.3

30.5

6.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

はい

いいえ

不明・無回答

介護予防・日常生活圏域ニーズ調査「一般高齢者」（n＝140）

介護予防・日常生活圏域ニーズ調査「要支援認定者」（n＝298）

在宅介護実態調査「要支援・要介護認定者」（n＝856）

63.3

52.0

53.7

64.4

70.5

79.5

74.6

80.4

30.5

41.0

40.3

29.4

26.3

12.5

15.3

17.6

6.2

7.0

6.0

6.2

3.2

8.0

10.2

2.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体（856人）

要支援1（227人）

要支援2（134人）

要介護1（194人）

要介護2 （95人）

要介護3（88人）

要介護4（59人）

要介護5（51人）

いる いない 不明・無回答
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④権利擁護の取り組みについて 

(1)成年後見人制度の認知状況 

一般高齢者は，「少し知っている」が 35.2%で最も多く，次いで「よく知らないが

聞いたことがある」が 27.4%，「よく知っている」が 18.4%となっています。 

要支援認定者は，「よく知らないが聞いたことがある」が 26.3%で最も多く，次い

で「少し知っている」が 24.8%，「まったく知らない」が 20.0%となっています。 

要支援・要介護認定者は，「まったく知らない」が 26.7%で最も多く，次いで「よ

く知らないが聞いたことがある」が 26.5%，「少し知っている」が 22.6%となってい

ます。 

  
  18.4

35.2

27.4

11.3

7.7

13.0

24.8

26.3

20.0

15.9

11.6

22.6

26.5

26.7

12.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

よく知っている

少し知っている

よく知らないが聞いたことがある

まったく知らない

不明・無回答

介護予防・日常生活圏域ニーズ調査「一般高齢者」（n＝1,760）

介護予防・日常生活圏域ニーズ調査「要支援認定者」（n＝609）

在宅介護実態調査「要支援・要介護認定者」（n＝1,281）
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(2)成年後見人制度の利用意向 

  （成年後見制度を知っている方） 
一般高齢者は，「いいえ」（したくない）が 45.0%で最も多く，次いで「わからない」

が 33.9%，「はい」が 18.8%となっています。 

要支援認定者は，「いいえ」（したくない）が 45.2%で最も多く，次いで「はい」が

29.1%，「わからない」が 21.3%となっています。 

要支援・要介護認定者は，「いいえ」（したくない）が 43.4%で最も多く，次いで「は

い」が 31.7%，「わからない」が 20.3%となっています。   
  18.8

45.0

33.9

2.3

29.1

45.2

21.3

4.3

31.7

43.4

20.3

4.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

はい

いいえ

わからない

不明・無回答

介護予防・日常生活圏域ニーズ調査「一般高齢者」（ｎ＝943）

介護予防・日常生活圏域ニーズ調査「要支援認定者」（ｎ＝230）

在宅介護実態調査「要支援・要介護認定者」（ｎ＝438）
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要支援・要介護認定者について，前回調査（平成 26年実施）と比較すると，前回調

査では，「わからない」が「はい」を上回っていましたが，本調査では逆転し，「はい」

が「わからない」を上回っています。成年後見制度の利用意向が増加したといえます。 

 

 

 

■前回調査（平成 26年実施） 

 

 

⑤高齢者の権利擁護について知りたいこと 

一般高齢者は，「福祉サー

ビ ス 利 用 援 助 事 業 」 が

49.1%で最も多く，次いで

「成年後見制度」が 16.6%，

「虐待に関わる相談窓口・対

応」が 6.3%となっています。 

要支援認定者は，「福祉サ

ービス利用援助事業」が

35.1%で最も多く，次いで

「成年後見制度」が 13.8%，

「虐待に関わる相談窓口・対応」が 5.9%となっています。 

要支援・要介護認定者は，「福祉サービス利用援助事業」が 46.1%で最も多く，次

いで「成年後見制度」が 14.4%，「その他」が 7.7%となっています。 

　　　　　　　区分

はい (n=139)

いいえ (n=190)

わからない (n=89)

不明・無回答 (n=20)

　　　　　　　全体 (n=438)

31.7

43.4

20.3

4.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

　　　　　　　区分

はい (n=133)

いいえ (n=243)

わからない (n=180)

不明・無回答 (n=24)

　　　　　　　全体 (n=580)

22.9

41.9

31.0

4.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

16.6

49.1

6.3

4.9

29.5

13.8

35.1

5.9

5.3

45.3

14.4

46.1

3.1

7.7

35.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

成年後見制度

福祉サービス利用援助事業

虐待に関わる相談窓口・対応

その他

不明・無回答

介護予防・日常生活圏域ニーズ調査「一般高齢者」（n＝1,760）

介護予防・日常生活圏域ニーズ調査「要支援認定者」（n＝609）

在宅介護実態調査「要支援・要介護認定者」（n＝1,281）
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⑥高齢化施策として，市が力を入れるべきこと 

一般高齢者は，「特別養護老人ホーム・老人保健施設などの入所施設の充実」が 40.9%

で最も多く，次いで「往診や緊急時の対応など医療体制の充実」が 36.7%，「介護保険

以外の在宅生活を支援する福祉サービスの充実」が 28.5%となっています。 

要支援認定者は，「往診や緊急時の対応など医療体制の充実」が 34.0%で最も多く，

次いで「特別養護老人ホーム・老人保健施設などの入所施設の充実」が 33.2%，「介

護保険以外の在宅生活を支援する福祉サービスの充実」が 23.8%となっています。 

要支援・要介護認定者は，「往診や緊急時の対応など医療体制の充実」が 42.7%で

最も多く，次いで「特別養護老人ホーム・老人保健施設などの入所施設の充実」が

37.4%，「介護保険以外の在宅生活を支援する福祉サービスの充実」が 27.6%となっ

ています。 
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17.0 

9.4 

20.1 

4.3 

16.3 

11.2 

25.9 

40.9 

28.5 

36.7 

6.9 

13.1 

11.0 

9.3 

2.0 

2.0 

6.8 

5.1 

6.6 

11.0 

5.6 

13.5 

12.8 

22.8 

33.2 

23.8 

34.0 

7.4 

13.6 

8.4 

17.2 

0.8 

2.6 

17.6 

5.0 

5.0 

15.5 

6.2 

18.2 

15.8 

26.9 

37.4 

27.6 

42.7 

9.6 

15.9 

9.2 

21.5 

2.1 

3.0 

7.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高齢者の働く場の確保

高齢者の知恵や経験を子どもたちに伝える機会や場づくり

生きがいをもてるような活動機会の拡大

ボランティア活動の育成・充実

隣近所や地域の助け合い・支え合い活動の推進

地域でのリハビリテーション事業の推進

高齢者を介護している家庭に対する経済的支援

特別養護老人ホーム・老人保健施設などの入所施設の充実

介護保険以外の在宅生活を支援する福祉サービスの充実

往診や緊急時の対応など医療体制の充実

認知症施策

高齢者などが外出しやすいように，安全で快適な道路や公園

などの整備

高齢者向けの住宅改造

虚弱なひとり暮らし高齢者などの災害のときの避難誘導体制

の整備

その他

特にない

不明・無回答

介護予防・日常生活圏域ニーズ調査「一般高齢者」（n＝1,760）

介護予防・日常生活圏域ニーズ調査「要支援認定者」（n＝609）

在宅介護実態調査「要支援・要介護認定者」（n＝1,281）
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 高齢社会への対応として市が力を入れるべきこととして，「高齢者の働く場の確保」

と回答した人を一般高齢者調査について年齢別にみると，65～69歳の割合が高く，労

働意欲が高いことがうかがわれます。地域別にみると，潮見が最も多くなっています。 

 

■年齢別，地域別（一般高齢者） 

 

  
  17.0

13.4

16.4

18.2

19.5

10% 20% 30%

全体(1,760人)

西山手(337人)

東山手(408人)

精道(622人)

潮見(374人)

17.0

24.1

18.5

15.2

3.7

9.3

0% 10% 20% 30%

全体(1,760人)

65～69歳(556人)

70～74歳(422人)

75～79歳(369人)

80～84歳(242人)

85歳以上(129人)
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